
森 町 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 （要旨）

会 議 名 平成２６年１月森町教育委員会定例会

開 催 日 時 平成２６年１月３０日（木） １３時３０分

会 場 森町文化会館 第３研修室

出 席 委 員 委員長 亀山鋹男
委員長職務代理者 岡本孝祥
委 員 村松加代子
委 員 鈴木眞子
教育長 井上啓次郎

出 席 者 学校教育課 課長 大場満明 社会教育課 課長 大原直幸
課長補佐 西村嘉子 課長補佐 竹山正敏
学校管理係長 村松成弘
庶務係長 西谷ひろみ

傍 聴 者 なし

１ 開 会

委 員 長 委員の出席を確認し、開会を宣告。

２ 前回会議録の承認

委 員 長 事前に配付してある前回定例会の会議録について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

委 員 長 前回定例会会議録の承認を宣し、教育長の報告を求める。

３ 教育長の報告

委 員 長 １月に開催及び出席した各種会議等について、教育長からの報告を求める。

教 育 長 ６日 ・仕事始め式・課長会議 （町長訓示、３月議会、成人式）
・交通安全協会来庁 （安全な自転車走行の啓発）
・園長校長会 （冬休み中の反省、1月の行事予定、各校３学期の

活動の重点）
７日 ・静西管理主事校長面接 （次年度学級編制、職員態勢、経営構想、職員の

異動希望）
９日 ・磐周教育長会 （磐周の教育上の諸問題、管理職の登用・推薦）

・森町学校管理規則検討委員会 （各種規則見直し、誤記訂正 名称統一、項づれ
解消等）

12日 ・森町成人式（ミキホール） （参加希望164人（83％参加率） 祝辞、謝辞、成
人の主張)

（ミニコンサート、記念写真撮影）
14日 ・町長と語る会（三倉地区） （交通事故対策、中山間地域の振興策（茶業・林

業等）人口減と高齢化、児童数減少見通し)
15日 ・課長会議 （１月臨時議会、行財政研修会）

・町長と語る会（天方地区） （道路拡幅、農業地場産品、吉川の水質、天方小



複式学級)
17日 ・森町紹介ビデオ視聴、感想、 （ビデオ視聴、感想、改善点、要望等検討）

意見要望
18日 ・各種学級担当者研修会 （幼・小・中の各種学級実践発表、講演会「プラ

ス思考でどの子も伸びる」三浦弘行氏）
20日 ・社会教育委員会 （教育顕彰における、教育功労、善行表彰の被表

彰者の推薦）
21日 ・森町臨時議会 （総合体育館建設用地の購入取得）

・総務課人事面接 （年度末人事の各課現状と要望等）
・議員新年懇親会 （議員との情報交換・懇親）

23日 ・磐周主幹・教務主任研修会 （教育課程編成の諸課題と配慮事項、特色ある編
成と工夫）

・幼稚園ＰＴＡ教育講演会 （講師：塚本こなみ氏 演題「心根を育てる」）
・町長と語る会（園田地区） （スマートインター開通の効果・影響、道路舗装

要望、茶業振興、小藪川改修、プール補修要望)
24日 ・町長予算査定（教育委員会関係)（次年度予算編成の教育委員会関係の予算査定)
27日 ・磐田・袋井・森教育委員懇談会 （各教育委員会と活動状況の報告、学力向上対策

（袋井市役所） の情報交換と懇談）
29日 ・町長と語る会（一宮地区） （スマートインター、広域農道、渋滞対策、総合

体育館建設）
30日 ・森町教育委員会 （定例教育委員会）
31日 ・森町校長会懇談会 （各校の取組の情報交換と懇親）

委 員 長 教育長の報告について、質疑を求める。

委 員 新聞に支援員を各学校につけるということが載っていたが、小規模の学校にも同じよう
に配置されるのか。

教 育 長 まだはっきりしない部分がある。中日新聞によると508校に非常勤または支援員を配置
するとあったが、ＮＨＫのニュースでは、小学校370校に配置すると言っていたし、県か
らもはっきりとした話はきていない。学力向上対策として非常勤講師等を配置するという
ことであるので、できれば全校に配置していただきたいが、どのような基準で配置になる
かまだわからない。
町長と語る会で出たのは、小規模校で複式学級で進めることは大変であるのでスムーズ

に進めるために支援員を配置してほしいという要望であった。

委 員 長 町長と語る会が開催されたということであるが、情報がなかったので参加しなかった。
広報等で周知されたのか。

教 育 長 今回は町内会長さんに限って行い、広く一般の方には参加を求めなかった。

委 員 長 大事な話もされているので、我々も話を聞いておくことも大事であると感じた。広く参
加を求めることも大切であると思う。

教 育 長 町長と語る会は、前回５年前に実施した。毎年やっても課題はそんなに変わるものでは
ないし、大勢いても話が絞り切れず具体的な話ができないので、今回はこのような形で開
催したとの説明があった。また、次回には一般の方にも出席を願うことになると思う。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

４ 付議する案件
【議 事】

委 員 長 議事について事務局に説明を求める。
「議第38号 森町立歴史民俗資料館管理規則の一部を改正する規則の制定について」説

明を求める。



社会教育課長 議第38号 森町立歴史民俗資料館管理規則の一部を改正する規則の制定について
現在、歴史民俗資料館の休館日は、月曜日と火曜日となっていて、これらの日が祝日に

当たっても休館日としているところである。これを祝日の場合は開館できるようにするた
め、規則を改正するものである。

改正の内容は、第５条に「ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法
律第178号。以下「法律」という。）に規定する祝日に当たるときを除く。」を加え
るものである。

委 員 長 以上について質疑を求める。

委 員 長 勤務する人が大変になると思うが、その対応は考えてあるのか。

社会教育課長 現在は、館長のみで運営しているので、祝日も開館するとなると休みが取れなくなるた
め、代わりの者を充てるか臨時で任用するよう考えている。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

委 員 長 「議第39号 平成25年度教育顕彰式被表彰者の選考について」説明を求める。

庶 務 係 長 議第39号 平成25年度教育顕彰式被表彰者の選考について
教育顕彰式における顕彰候補者について、別紙一覧表のとおり推薦書が提出された。被

表彰者について選考をお願いしたい。
功労者７人、小学生15人、中学生14人、内スポーツ・文化両方の生徒が１名いるため人

数では13人、高校生２人の推薦がそれぞれ上がっているので、順に推薦理由について説明
する。
功労者は、教育委員をお勤めいただいた小倉さんと相羽さんのお二人で、基準(3)に合

致している。社会教育委員をお勤めいただいた吉筋さんについても基準(4)に合致してい
る。また、森小学校、森中学校に多額の図書の寄附をしていただいた藤本さんについて
は、両校長からの推薦であり、教育振興への貢献ということである。また、10年以上にわ
たり空手道を子どもたちに指導している加藤さんについて町内会長から推薦が上がってい
る。社会教育委員から、市町駅伝の選手を務め、森町が連続入賞する原動力になるととも
に、東アジア大会では銀メダルを受賞するなど、郷土の誇りとなる活躍をされた三郷さん
について、社会教育委員会の総意により推薦が上がっている。最後に泉陽中学校長の推薦
であるが、同校の卒業生で22歳で7大陸最高峰登頂に成功し、国内最年少記録を打ち立て
た渡邊さんの推薦が上がっている。一昨年12月に事故で亡くなってしまったが、その活動
は、生徒たちに勇気と感動を与え、困難に挑戦することの価値を学ばせてくれたとして、
推薦が上がったものである。

委 員 長 以上、功労者表彰候補について質疑・意見を求める。

委 員 長 空手道を教えている方は、指導料を取っているのか。取っているとすると塾の先生と同
じような形になってしまうが。

庶 務 係 長 しっかり調べていないのではっきりしたことは言えないが、体育館等の使用料等は、負
担してもらっていると思うが、指導料というものはもらってはいないと思う。

社会教育課長 スポーツ少年団の指導者であるため、基本的に指導料は取っていない。報酬は出ていな
いと思う。

委 員 長 このような方がほかにもあると思うが、表彰をしたことはあるか。

庶 務 係 長 スポーツ少年団の中に野球や剣道があるが、過去においてそれらの指導者についても表
彰をしている。



委 員 長 他にも同様の方がいた場合、今後表彰するよう目を配っていく必要があると思うのでお
願いしたい。

教 育 長 藤本氏は、たくさんの本を寄贈してくださった。過去にこのような例はあるか。

庶 務 係 長 過去には、豊田合成から図書を寄贈していただき表彰をしている。

委 員 長 森町への寄附ということであるので、委員会表彰ではなく森町としての表彰は考えられ
ないのか。

教 育 長 ご本人からは、学校へ本を寄付したいということでお話をいただいた。手続きの上で町
の一般会計へ入れた上で、それぞれの学校で本を購入する費用とした。合わせて体育館建
設のためにということでも寄附をいただいている。

委 員 長 過去に町民の森等についての寄附者を町が表彰した記憶があるが。

学校教育課長 10年単位で町の記念式典があり、その際に功労者を表彰する機会があるが、毎年表彰式
を行うということはない。

委 員 全 員 他に質疑なく功労者表彰者として７人を承認。

委 員 長 続いて、小学生表彰候補について説明を求める。

庶 務 係 長 小学校については、推薦書が15件出ている。
理科研究、席書コンクール、ポスターコンクール、陸上競技等で優秀な成績を収めてい

る。
スポーツについては、磐周で１位、西部で２位、県で３位以内ということではっきり判

断ができるが、文化については多くのコンクールがあり、賞の数やエントリー数もばらば
らであるため、今までの出品状況等により基準を設けてある。
一覧表で二重丸で示しているものが、お手元に配付してある審査基準に照らし基準を満

たしているものである。
丸のない１件については、静岡県児童・生徒紙上美術展に掲載された作品ということで

推薦が上がってきているが、調べてみると、推賞作品が各学年５点ずつあり、各学年80点
が入選という形で紙上美術展に掲載されている。他のコンクールと比較してみると推賞作
品のみ該当になると思われる。
ファミリーマート主催のありがとうの手紙については、主催・後援・共催等公的なもの

ではないので、再検討していただく意味で二重丸にはしていないが、応募点数から判断す
ると４万６千余りから選ばれた21点ということから判断すれば、該当になろうかと思うの
で、審査をお願いしたい。

委 員 長 以上、小学生の功績者表彰候補について質疑・意見を求める。

委 員 長 まず、紙上美術展の１点であるが、推賞作品ではなく掲載されているいわゆる入選作品
であるということであるので、いかがかと思う。また、ありがとうの手紙は、応募点数か
ら判断すれば該当としても良いと思われる。

委 員 表彰対象となるのは、やはり基準に入っているものでなければいけないと思う。基準か
ら外れたものまでも審査し該当にすることはできないと思う。

委 員 長 紙上美術展の作品については、基準を満たさないということで非該当としてよいか。

委 員 全 員 異議なし。小学生14件についてを表彰対象者として承認。

委 員 長 続いて、中学生表彰候補について説明を求める。

庶 務 係 長 中学校については、推薦書が13件出ている。



陸上大会をはじめ、理科研究、英語スピーチ、席書コンクール、ポスターコンクール等
で優秀な成績を収めている。小学生同様二重丸で示しているものが、基準に照らし条件を
満たしているものである。
１件、陸上競技で西部大会第６位で県大会に出場し、袋井・森地区の陸上大会でも百メ

ートルで第１位の成績を収めた女子生徒について推薦が上がっているが、西部大会２位以
内という規定であるし、袋井・森地区の大会は、６月にすべての部活動が行う大会である
が、範囲が狭いことと、他の部活動については会場ごとに１位があったりするため平等に
ならないことから対象とはならないと思われる。

委 員 長 以上、中学生の功績者表彰候補について質疑・意見を求める。

委 員 長 中学生については、１件を除き、いずれも基準を満たしているようだ。磐周１位、西部
２位、県３位という基準があるので、説明のあった１件は残念であるが非該当となると思
うが、よろしいか。

委 員 全 員 異議なし。質疑なく中学生12件について対象者として承認。

委 員 長 続いて、高校生表彰候補について説明を求める。

庶 務 係 長 高校生については、推薦書が２件出ている。
１人目の杉本さんは、農業クラブ各種発表県大会で最優秀賞を受賞し、毎日新聞社主催

の農業記録賞高校生部門で全国で10件選ばれた優秀賞の中の１人に選ばれたものである。
また、もう１人は全国高校生読書体験記コンクールにおいて静岡県で１点選ばれた優良

賞を受賞し、中央選考会に出品された。
いずれも基準を満たしている。

委 員 長 以上、高校生の功績者表彰候補について質疑・意見を求める。

委 員 長 毎年、地元遠江総合高校から推薦があるが、今年はないか。

庶 務 係 長 例年吹奏楽部が大会で優秀な成績を収めてきたが、残念ながら今年は結果が出なかった
ようだ。

委 員 長 郷土文化の継承ということで舞楽保存に取り組んでいる部活動があるが、大切なことに
取り組んでいる。その活動に対して奨励賞のようなことも今後考えていくといいと思う。

委 員 長 ２件について、対象者としてよろしいか。

委 員 全 員 質疑なし。高校生２件について対象者として承認。

庶 務 係 長 表彰のあと、研究発表ということで例年作文や英語スピーチなどを５分程度お願いして
いるが、今年は高校生の毎日新聞社主催毎日農業記録賞を受賞した磐田農業高等学校の杉
本さんに「お茶の販路拡大を目指して」という発表をお願いしたいと考えているが、よろ
しいか。

委 員 長 会場には小学生もいるので、少しカットするなど時間の配分等考えてお願いしたいと思
う。また、書道や絵画など作品を会場に展示することもやってみるといいのではないか。

庶 務 係 長 出品後、作品が戻ってこないものもあるので、すべて展示できないが、インターネット
上に公開されているものを印刷するなどして展示することも考えていきたい。

【報告事項】

委 員 長 続いて報告事項について事務局に説明を求める。
「報第47号 平成25年度町単独事業 森町立旭が丘中学校給食室棟耐震補強計画策定業務
委託入札結果について」



学校教育課長 報第47号 平成25年度町単独事業
森町立旭が丘中学校給食室棟耐震補強計画策定業務委託入札結果について

森町立旭が丘中学校の給食室棟耐震補強計画ということで補正予算にも計上させていた
だいたところである。補強計画の策定業務委託について１月８日に入札を実施した。５社
の指名で行ったが、１社が辞退した。入札の結果竹下一級建築士事務所に落札した。既に
１月９日から着手している。それが終わり次第、実施設計を来年度事業で組み、できるだ
け早い時期に補強工事をしていくこととなる。

委 員 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

委 員 長 「報第48号 寄附採納願について」説明を求める。

学校教育課長 報第48号 寄附採納願について
一宮幼稚園長から、一宮幼稚園教育振興会による幼稚園教育環境の充実のためにとシュ

ーズロッカー１台、カラーすのこ６枚、吸水マット２枚についての採納願があり、いずれ
も承認させていただいた。

委 員 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

５ その他

委 員 長 その他の連絡事項等について、説明を求める。

教 育 長 「いじめ防止基本方針」の策定について
いじめ防止について基本方針を策定して、それぞれの学校で取り組むということに

なったきっかけは、平成24年7月に大津市で起こったいじめによる自殺事件があった
ことによるものである。平成25年2月に教育再生実行会議が開かれ、第１次提言の中
に「社会総がかりでいじめを退治していくことが必要である。基本的な理念とか体制を
整備する法律が必要である。」として「いじめ防止対策推進法」が制定され、９月に施
行された。これを受けて、文科省・県が基本的な方針を策定した。市町でも基本方針
なるものを策定して学校に示し、学校はそれを参考にして今まであるものに検討を加
えてより良いものにして進みなさいということである。
森町としても、いじめ防止についての基本的な方針を作っておく必要があるという

ことで、26年度中にはきちっとしたものを作りたい。義務ではないが努力義務となっ
ているものであり、学校では作らなければいけないものなので教育委員会としても作
っていく必要があるという判断をした。現在内容について検討しているところであ
る。
県で作ったものを参考にして森町版を作っていきたい。

委 員 長 「いじめ防止基本方針」の策定について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし。

委 員 長 委員各位からその他質問等あればお願いしたい。

委 員 自転車事故による補償問題が新聞で話題になっている。森町でも自転車で通学している
生徒がいるが、もしも事故があった場合学校で入っている保険で対応できるのか。それと
もこれからは、そのようなときのために考えておいた方がいいのか。

教 育 長 最近のニュースでも4,700万円、最高では9,300万円の補償になったケースもある。自転



車に乗るのにも保険に入っていないといけないと感じる。保険は強制的に入らせるわけに
はいかないので家庭で入ってもらうしかない。森町でも自転車による事故は５年くらいの
間に２件発生している。小学生とおばあさんがぶつかって、おばあさんが入院された。ま
た、中学生とおばあさんがぶつかるというものもあったが、訴訟になったということはな
かった。ニュースで言われていたのは、いずれも自転車のわき見運転であったようだ。
校長会の際、話題にして対応について聞いて検討していきたい。

委 員 ルールを守って運転しないと、自転車でも加害者になる可能性もあるので怖いと感じ
る。

教 育 長 道路交通法が改正になり、森町交通安全協会から全児童生徒に配付してほしいとチラシ
をいただいた。学校にも指導してほしいと伝えてある。

委 員 長 他に質疑等なし。次回の日程について調整をお願いしたい。

学校教育課長 次回の定例会開催日は、２月27日（木）とする。

６ 閉 会

委 員 長 以上で本日の日程を終了し、閉会とする。
１４時４５分閉会


